
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 三浦 正臣

１ 日 時

令和３年３月４日（木） 午前１０時５０分から

午前１１時４７分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

三浦正臣、後藤慎太郎、古手川正治、嶋幸一、浦野英樹、羽野武男、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

総務部長 和田雅晴、企画振興部長 高屋博、

会計管理者兼会計管理局長 森山成夫、議会事務局長 浦辺裕二、

人事委員会事務局長 藤原隆司、監査委員事務局長 牧敏弘 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第３８号議案のうち本委員会関係部分、第３９号議案及び第４９号議案については、可

決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）ＪＲ久大本線の復旧について及び大分空港海上アクセス旅客ターミナル建設工事設計者

の選定結果について、執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己

政策調査課調査広報班 主任 麻生ちひろ



総務企画委員会次第

日時：令和３年３月４日（木）本会議終了後

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 会計管理局、議会事務局、人事委員会事務局及び監査委員事務局関係

（１）付託案件の審査

第 ３８号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）

（本委員会関係部分）

第 ４９号議案 令和２年度大分県用品調達特別会計補正予算（第１号）

（２）その他

３ 企画振興部関係

（１）付託案件の審査

第 ３８号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①ＪＲ久大本線の復旧について

②大分空港海上アクセス旅客ターミナル建設工事設計者の選定結果について

（３）その他

４ 総務部関係

（１）付託案件の審査

第 ３８号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）

（本委員会関係部分）

第 ３９号議案 令和２年度大分県公債管理特別会計補正予算（第１号）

（２）その他

５ 協議事項

（１）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

三浦委員長 ただいまから、総務企画委員会を

開きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案３件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

各局関係の審査に入ります。

まず、第３８号議案令和２年度大分県一般会

計補正予算（第９号）のうち、各局関係部分に

ついて、会計管理局から順次説明願います。

森山会計管理局長 令和２年度大分県一般会計

補正予算（第９号）のうち、会計管理局関係に

ついて御説明します。

お手元の総務企画委員会説明資料の１ページ

をお開きください。

歳出予算の総括表ですが、表の左から３列目、

補正予算案（Ｂ）を御覧ください。上から４段

目の事業費計（①）が３，３９９万４千円の減、

その下の人件費（②）が１，４０９万４千円の

減で、合計で４，８０８万８千円の減額です。

事業費のうち主なものについて説明します。

お手元の令和２年度補正予算に関する説明書

の１２４ページをお開きください。

第６目会計管理費です。事業名欄の一番下、

用度管財課会計管理費８３６万５千円の減額で

す。

これは、本庁で集中管理する公用車の購入に

要した費用の入札減や燃料費が見込みを下回っ

たものなどです。

次の１２５ページを御覧ください。

第７目財産管理費ですが、事業名欄一番上の

用度管財課県庁舎管理費２，００３万４千円の

減額です。

これは、県庁舎本館及び新館の光熱水費が見

込みを下回ったものです。

浦辺議会事務局長 議会事務局関係について御

説明します。

同じく予算説明書の１１９ページをお開き願

います。

第１款第１項議会費の補正額は、右肩にある

ように４，８７１万２千円の減額です。

費目別では、表の一番左の目欄を御覧くださ

い。第１目の議会費は、表の左から３列目の補

正予算額欄にあるように４，２８７万７千円の

減額です。

主なものについて説明します。

中ほどの事業名欄の一番上、議員報酬手当等

の５１４万８千円の減額は、議員の期末手当が

改定されたことによるもの等です。

その下、議会運営費３，５２６万７千円の減

額は、新型コロナの影響に伴い委員会所管事務

調査や海外調査研究などに要する旅費が見込み

を下回ったことなどによるものです。

続いて、第２目事務局費ですが、補正予算額

欄にあるように５８３万５千円の減額です。

これは、職員の給与実績が見込みを下回った

ことなどによるものです。

次に、繰越明許費について御説明します。

お手元の議案書の１４ページをお開きくださ

い。

一番上の第１款議会費第１項議会費の議会運

営費３８８万４千円です。

これは、今定例会に議員提案されている大分

県手話言語条例に関連して、手話通訳画面を追

加する議会中継システムの改修に要する経費で

す。令和３年度中の円滑なシステム運用開始に

向け、速やかに着手したいと考えています。

藤原人事委員会事務局長 人事委員会関係につ

いて御説明します。

令和２年度補正予算に関する説明書の１４９

ページを御覧ください。

今回、人事委員会費の補正予算額は、欄外の

右上に記載しているとおり３９９万６千円の増

額となっています。

この内訳は、まず委員会費ですが、委員会運

営費の４０万円の減額は、コロナによる県外で

の会議の中止に伴う人事委員の旅費の減です。
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次に、事務局費ですが、給与費の４９５万９

千円の増額は、事務局職員１５名の人数は昨年

度と変更ありませんが、職員構成の変更に伴う

ものです。

続いて、事務局運営費の４８万７千円の減額、

任用関係事業費の３２万５千円の増額及び給与

関係事業費の４０万１千円の減額となっていま

す。

なお、任用関係事業費の増額の主なものは、

試験区分の増加に伴う試験問題作成委託料の増

加です。

牧監査委員事務局長 監査委員事務局関係の補

正予算について御説明します。

令和２年度補正予算に関する説明書の１５０

ページをお開きください。

監査委員事務局関係の補正予算は、右肩にあ

るように１３９万８千円の減額となっています。

まず、第１目委員費は９３万３千円の減額で

す。

その内訳は、監査経費に係るもので、旅費や

交際費の減額によるものです。

その下の第２目事務局費は、４６万５千円の

減額です。

その内訳は、事務局職員に係る給与費の増額

１７０万８千円と、事務局運営費の減額２１７

万３千円です。

給与費の増額については、人事異動に伴い、

事務局職員が１名増員したことによるものです。

事務局運営費の減額については、旅費や使用

料及賃借料の減額によるものです。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

浦野委員 １２５ページの県庁舎管理費の減の

件です。主に管理費の水道光熱費とか、そうい

う固定費が大きく下がったということですが、

これは過去に例えば、東日本大震災の後、節電

を呼びかけられた年とかと比べて、今回コロナ

の影響だとか、働き方改革が進んだということ

もあると思うんですけど、ざっくりでいいんで

すが、下げ幅がどれぐらいだったのかという比

較は分かりますか。

中村用度管財課長 すみません、東日本大震災

との比較はないんですけれども、これは毎年、

庁舎全体の電力入札をやっています。それで、

入札により随分金額が落ちており、その分の減

額になっています。

浦野委員 逆に言うと、働き方改革だとかコロ

ナの影響によって、テレワークが増えたりだと

か、そういった影響は余りないと考えていいわ

けですね。分かりました。

三浦委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 ほかに御質疑もないようですので、

これで質疑を終わります。

なお、この第３８号議案の採決は、本日最後

の部局審査の際に、一括して行います。

次に、第４９号議案令和２年度大分県用品調

達特別会計補正予算（第１号）について、執行

部の説明を求めます。

森山会計管理局長 第４９号議案令和２年度大

分県用品調達特別会計補正予算（第１号）につ

いて御説明します。

お手元の議案書の８０ページを御覧ください。

用品調達特別会計は、県の機関で使用する消

耗品や備品の調達事務を一元的に行うために設

けているものです。

補正予算額は、歳入、歳出とも１２億６，９

１０万８千円の増額です。

これは、国の３次補正を受けて、教育財務課

が補正予算に計上した産業教育設備緊急整備事

業に係る備品購入費等の経費の増額により、当

初の見込みを上回ったことなどによるものです。

次に、繰越明許費です。８３ページを御覧く

ださい。

事業名欄にある用品購入費については、１３

億１，１５０万２千円の限度額の承認をお願い

しています。

これは、さきほど説明した教育財務課の産業

教育設備緊急整備事業の備品購入費などです。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕
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三浦委員長 別に御質疑もないようですので、

これより採決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 別にないようですので、これで各

局関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔各局退室、企画振興部入室〕

三浦委員長 これより、企画振興部関係の審査

に入ります。

まず、第３８号議案令和２年度大分県一般会

計補正予算（第９号）のうち、企画振興部関係

部分について、執行部の説明を求めます。

高屋企画振興部長 それでは、第３８号議案令

和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）の

うち、企画振興部関係について御説明します。

総務企画委員会資料の１ページをお開きくだ

さい。

左から２列目一番下の既決予算額（Ａ）の８

１億３，４８４万３千円に対して、今回、その

右の補正額（Ｂ）にあるとおり、５億２，６２

０万６千円の減額をお願いするものです。

補正後予算額（Ａ）＋（Ｂ）は、一番右下に

あるように７６億８６３万７千円となります。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の

影響で実施を見送った事業などの経費の減額の

ほか、コロナ禍で収入が減少した総合文化セン

ター及び県立美術館の運営費の補填や、オリン

ピック・パラリンピック関係のコロナ対策に係

る経費などの増額をお願いするものです。

主な事業の詳細については、担当課長から説

明します。

柳井芸術文化スポーツ振興課長 芸術文化スポ

ーツ振興課関係の主なものについて御説明しま

す。

令和２年度補正予算に関する説明書の１３１

ページをお開きください。

上から四つ目の総合文化センター・県立美術

館管理維持体制持続化事業費８，４８９万１千

円の増額です。

これは、利用料金制により指定管理を行って

いる総合文化センター・県立美術館の安定運営

を図るため、イベントの中止、延期などにより

収入が減少した両施設の指定管理委託料の不足

分を負担するほか、人数制限などを行ったイベ

ント等に係る会場使用料の減免分を補填するた

め増額するものです。

次に、一つ下の国際スポーツ大会誘致推進事

業費１億４，０６１万６千円の増額です。

これは、東京オリンピック・パラリンピック

の事前キャンプ地におけるＰＣＲ検査や交通・

宿泊等に係る感染予防、療養病床の確保など、

新型コロナウイルス感染症対策に係る経費に対

し、国から１０分の１０で交付されるホストタ

ウン等新型コロナウイルス対策交付金を受け入

れ、令和３年度の事業執行のため、スポーツ振

興基金への積立てを行うものです。

次に、１３２ページをお開きください。

一番上のスポーツ推進事業費７５６万３千円

の増額です。

これは、ラグビートップリーグに所属するキ

ヤノンイーグルスのセカンドホストエリアに本

県が登録されたことを契機に、ラグビー聖地化

に向けた機運を高めるため、試合開催時におけ

る県民無料招待等の実施に要する経費を計上す

るものです。

次に、一つ下の聖火リレー実施事業費９，０

５７万５千円の減額です。

これは、聖火リレーが令和３年度に延期され

たことを受け、令和２年度中の準備に要した経

費以外の不用額を減額するものです。

なお、来月２３、２４日に実施予定の聖火リ

レーに要する経費については、令和３年度当初

予算案に計上しています。

遠藤交通政策課長 交通政策課関係の主なもの

について御説明します。
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１３６ページをお開きください。

上から四つ目の地方バス路線維持対策費３，

４６１万５千円の増額です。

これは、新型コロナウイルス感染症の影響に

より民間バス会社の経常収支が悪化したため、

路線維持に係る補助を増額するものです。

次に、お手元の追加議案書の１５ページをお

開きください。繰越明許費について説明します。

一番上の鉄道駅耐震補強事業費２，４９６万

７千円ですが、これは、コロナ禍の中、別府駅

高架下のテナント事業者から、繁忙期である年

末年始の工事は避けてほしいとの要望があり、

耐震工事の着手時期を遅らせたため、年度内の

工事完了が困難となったことによるものです。

その下の鉄道駅バリアフリー化推進事業費４，

４６７万２千円ですが、これは高城駅と別府大

学駅の整備において、新型コロナ感染拡大によ

る移動制限により、都市部からの特殊工事車両

等の搬入に不測の日数を要したため、年度内の

工事完了が困難となったことによるものです。

企画振興部から繰越明許費補正をお願いする

のはこの２事業で、合計６，９６３万９千円と

なっています。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

羽野委員 総合文化センターの入場者が、前年

に比べてどの程度人数が変化したのか、教えて

もらえますか。直近で結構です。

柳井芸術文化スポーツ振興課長 手元に人数は

ないんですけれども、グランシアタ、音の泉ホ

ールの稼働率で見ると、例年ですと目標８７％

の稼働率の目標を持って、それをクリアしてい

ます。今年度はコロナウイルスの影響で、休館

はしていないんですけれども、年度末の見込み

で４３％ぐらいと、例年の半分以下となってい

ます。

羽野委員 県立美術館の方をお尋ねしたいんで

すけれども、鑑賞する、密もないので、余りコ

ロナの影響を受けないのでは。そこら辺がコロ

ナによってどのくらい減少しているのか知りた

かったんですけど。

柳井芸術文化スポーツ振興課長 美術館の入場

者については、今年度は２３万人から２５万人

程度と見込んでいます。

例年は、毎年目標が５０万人で、そこはクリ

アしているんですけれども、今年度は半分ぐら

いの２５万人程度となる見込みです。

嶋委員 地域活力づくり総合補助金の減額につ

いて説明がなかったんですけど、背景も含めて

御説明ください。

藤川おおいた創生推進課長 ２億円程度の補正

での減額です。全てコロナのせいにしてしまう

のもどうかと思うんですが、やはりコロナの影

響はかなり大きくて、この総合補助金は、当初

予算の県の単独経費の分と補正予算で２億円追

加でお願いしました。これは国のコロナの交付

金を受け入れて１０分の１０で１００万円とい

うことでお願いした補助金ですけど、その両方

を足して２億円程度の補正の減額です。

県の単独経費については、大きなイベントを

結構やる予定にしていたんですけど、コロナの

影響でそのイベントを縮小したとか、小さなイ

ベントについても、かなりやめたということが

ありました。

追加の補正予算でお願いした１００万円はコ

ロナの方の総合補助金です。これについては、

年度途中までは二百数十件の申込みがあって大

体想定どおりだったんですが、やはり第３波の

影響で、１２月以降のイベントもやめるという

補助事業者が出てきました。結局そちらの方も、

最終的には１億７千万円ぐらいの執行見込みに

なりそうだということで、トータル的には２億

円ぐらいの補正の減額をお願いすることになっ

た次第です。

嶋委員 よく分かりました。ありがとうござい

ました。

後藤副委員長 ちょっと教えてもらいたいんで

すけど、聖火リレーについて、島根県だったら

知事が理解を得られないとか、辞退が出たとか

あるんですが、大分県で辞退をしたいんだとか

何かあったら、教えてください。

柳井芸術文化スポーツ振興課長 聖火リレーの

ランナーについては、県で選出しているランナ
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ーが５３人いらっしゃるんですけれども、１年

延期になったことでスケジュールが合わなくな

ったということで、今１名辞退があり、補欠の

方を繰り上げてお願いしたケースがあります。

ボランティアについては、現在、辞退といっ

た話はありません。

三浦委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 ほかに御質疑もないようですので、

これで質疑を終わります。

なお、採決は本日最後の部局審査の際に、一

括して行います。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、執行部から報告の申出があるので、こ

れを許します。

①と②について、続けて説明をお願いします。

遠藤交通政策課長 資料の２ページをお開きく

ださい。

ＪＲ久大本線の復旧について御説明します。

御存じのとおり、ＪＲ久大本線は、既に今月

１日に全線で運転が再開されていますが、前回

１２月の報告以降の主な復旧状況について説明

します。

昨年７月の九州豪雨における被災区間のうち、

豊後森駅―庄内駅間が不通のままとなっていま

したが、資料右上の写真のとおり、南由布駅―

湯平駅間の築堤崩壊現場の復旧工事完了に伴い、

まずは２月１３日から、由布院駅―庄内駅間で

の運転が再開されました。

次に、残された豊後森駅―由布院駅間につい

てです。橋脚が傾斜し、橋梁にゆがみが生じて

いた第一野上川橋梁、河川の増水により流失し

ていた第二野上川橋梁、大量の土砂が流入して

いた水分トンネルなど、豊後森駅―由布院駅間

の複数の被災現場についても、写真にあるよう

に復旧工事が完了し、今月１日から運転が再開

されました。これにより、約８か月ぶりに久大

本線が全線復旧しました。

ＪＲ久大本線は、沿線住民の通勤、通学、通

院、買物等の日常生活の維持に必要不可欠な路

線であり、魅力的な観光地を結ぶ非常に重要な

路線でもあります。これまで代行バスでの通勤

・通学等を余儀なくされていた沿線住民の方々

の御不便がようやく解消されるとともに、ゆふ

いんの森やななつ星が大分県に帰ってくること

で、新型コロナウイルス感染拡大の影響により

大きく落ち込んでいる観光需要の回復の支えに

なるものと期待しています。

次に、資料の３ページを御覧ください。

大分空港海上アクセス旅客ターミナル建設工

事設計者の選定結果について御説明します。

２月１９日に開催した第３回大分空港海上ア

クセス旅客ターミナル建設工事設計者選定委員

会において、最優秀者及び次点者が選定されま

したので報告します。

今回の設計者選定にあたっては、技術力の継

承が図られることを期待して、県内の一級建築

士事務所を構成員に加えた共同企業体での参加

を要件としました。

最優秀者は、受付番号１６番、応募者名藤本

壮介建築設計事務所・松井設計設計業務委託共

同企業体です。

なお、総括責任者である設計士の藤本壮介氏

は、大阪・関西万博の会場デザインプロデュー

サーを務めるなど、現在、国内で最も注目され

ている若手建築家の一人です。

次点者は、受付番号１７番、応募者名坂茂建

築設計・東九州設計工務設計業務委託共同企業

体です。

４ページをお開きください。

次に、選定の実施経緯等について説明します。

１の実施経緯についてですが、まず、設計者

を選定する委員会のメンバーとして、建築、観

光、行政の各分野から７名を選び、１２月１５

日に第１回選定委員会が開催され、設計者の募

集を１２月２１日から開始したところ、審査図

書の提出期限までに、全国から１７者の応募が

ありました。

２月９日に開催された第２回選定委員会では、

提案書などの書類の審査が行われ、議論の末、

第２次審査に進む提案者が６者に絞り込まれま

した。

そして、２月１９日に開催された第３回選定

委員会では、Ｗｅｂによるプレゼンテーション
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とヒアリングが行われ、総合的な審査の結果、

最優秀者と次点者が選定されました。

５ページを御覧ください。

４の選定委員会講評です。委員会としての評

価が述べられているので、最優秀者について御

説明します。

最優秀者の個別講評は、次の６ページです。

別に用意しているカラーの資料とあわせて御

覧ください。藤本壮介建築設計事務所・松井設

計設計業務委託共同企業体の提案です。

近接するかんたん港園やフェリー乗り場など

西大分のベイサイドエリア一帯との調和や連続

性を意識した外観と敷地計画であり、風光明媚

な別府湾や大分の美しい山々を臨む本県の新た

な玄関口として、新たなランドマークとなるこ

とが期待される提案となっています。

特に、ターミナルは、宇宙港となる大分空港

を象徴した、なだらかに空へと向かって上昇し

ていくような外観と、本県の原風景である杉林

を散策するイメージの屋内外スペースが計画さ

れています。

大屋根の部分は、訪れた人々が緩やかなスロ

ープに導かれて自然と足を運び、国内唯一とな

るホーバークラフトの発着や美しい別府湾を眺

望できる展望台になっており、津波発生時の一

斉避難にも対応可能な計画になっています。

敷地内の配置については、ターミナルとイベ

ントスペース、二次交通乗り場となるロータリ

ーなどが一体的に考えられ、利用者に優しい配

置計画となっており、総合的に最も優れた提案

と判断され、最優秀者に選定されています。

今後、最優秀者と速やかに建築設計業務の委

託契約の協議を行った後、設計作業を進め、基

本設計と実施設計をまとめる予定としています。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

何か御質疑はありませんか。

後藤副委員長 この資料なんですけど、ホーバ

ークラフトの件は、市民の方、結構関心のある

方がいらっしゃるんですよ。例えば、これをカ

ラーコピーして、知りたいとかという方に見せ

ても全然問題はないんですかね。

遠藤交通政策課長 今回のプレゼンテーション

のこの資料については、２月１９日以降、プレ

ゼンの内容も含めて、ユーチューブとか動画、

またホームページにこの資料も載せていますの

で、これは公表されている取扱いで問題ありま

せん。

後藤副委員長 分かりました。ありがとうござ

います。

嶋委員 最後のこの写真で、ホーバークラフト

はどこに接岸されるんですか。

遠藤交通政策課長 上の写真の左側に、いわゆ

る格納庫というか、艇庫があります。ホーバー

クラフトを格納する所が左に見えるかと思うん

ですけど、赤色になっている所、ここの前が斜

路になっていまして、ここにホーバークラフト

が乗り上げて……

嶋委員 乗り上げるんですか。

遠藤交通政策課長 はい。上がって、この艇庫

の前に止まって、そこから乗り降りを、このタ

ーミナルでしていくというイメージになります。

嶋委員 じゃ、このターミナルには近寄らない

ということですね。横に着けることはないとい

うわけですね。

遠藤交通政策課長 ターミナルには近づくとい

うか、ターミナルからホーバークラフトまで、

動線上スムーズに乗り降りができるようにとい

うことなので、ターミナルの横に着くというイ

メージで問題ありません。

三浦委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 ほかに御質疑もないようですので、

これで質疑を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 別にないようですので、これで企

画振興部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔企画振興部退室、総務部入室〕

三浦委員長 これより、総務部関係の審査に入

ります。

まず、第３８号議案令和２年度大分県一般会
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計補正予算（第９号）のうち、総務部関係部分

について、執行部の説明を求めます。

髙木財政課長 第３８号議案令和２年度大分県

一般会計補正予算（第９号）のうち、歳入全般

と総務部関係の歳出について御説明します。

お手元の総務企画委員会説明資料の１ページ

をお開き願います。

資料冒頭にあるように、３月補正予算案では

国の補正予算を積極的に受け入れ、新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止や、生活の維持と事業

の継続、社会経済の再活性化対策を強化すると

ともに、災害に強い強靱な県土づくり等に取り

組みます。あわせて、事業執行に応じた所要の

補正を行います。

まず、歳入全般について説明します。

お手元の議案書の１ページをお開きください。

第１条にあるように、今回の補正額は６０億

４，２０９万９千円の増額であり、これに既決

予算額を加えた累計は７，８６２億９，８９５

万８千円となります。

その主な内容について説明します。２ページ

をお開き願います。

表の一番上、第１款県税についてですが、右

から２列目、補正額欄にあるとおり８７億円の

減額となります。

これは、新型コロナウイルス感染症の影響等

により、第２項事業税が２４億８，５７０万１

千円の減少、また、第３項地方消費税も５４億

８，０９０万６千円と大きく減少したことなど

によるものです。

次の３ページ、中ほどの第２款地方消費税清

算金４２億８，０４１万３千円の減は、同様に、

全国ベースの地方消費税が個人消費の落ち込み

等により、他の都道府県から入ってくる清算分

が減額となるものです。

その下の第３款地方譲与税３４億９，２００

万円の減は、財源となる特別法人事業税の減に

より、国からの配分額が減少することによるも

のです。

次に、４ページをお開きください。

上から２行目の第５款地方交付税１５億５，

３２４万５千円の増については、普通交付税の

確定等に伴うものです。

一番下の第９款国庫支出金については、１１

０億９，６６１万４千円の増となっています。

これは、国の補正予算を積極的に受け入れた

ことによる公共事業関係の国庫補助金の増や、

生活福祉資金貸付事業費補助金、新型コロナウ

イルス感染症緊急包括支援交付金の増等による

ものです。

次に、５ページを御覧ください。

下から２行目、第１２款繰入金は７５億８，

０２７万４千円の減となっています。

これは、県税収入の減少に伴う税収見合い交

付金等の減額や、人件費、扶助費、公債費など

義務的経費の減、執行段階での節約等により、

予定していた財政調整用基金の取崩し１２５億

円のうち５０億円を繰り戻すことなどによるも

のです。

６ページをお願いします。

上から２行目の第１４款諸収入は４６億６，

９７４万９千円の減となっていますが、これは

コロナの影響による事業進捗等を踏まえ、各種

貸付金を減額したことなどが主な要因です。

その下の第１５款県債については、国の補正

予算の積極的な受入れに加え、県税収入の減を

補うための減収補填債を約９４億円発行するこ

となどから２０９億７，１９３万４千円の増と

なります。

今回の３月補正を加味した基金及び県債の残

高ですが、お手数ですが総務企画委員会説明資

料の１ページにお戻りください。

財政調整用基金残高は、下から４行目、財政

調整用基金繰戻しの右側に記載しているとおり、

２年度末で２９９億円を見込んでいます。

また、県債残高については、その下のとおり、

２年度末で総額は１兆８１３億円、臨時財政対

策債等除きでは６，２６２億円となる見込みで

す。

以上が歳入全般についてですが、引き続き、

総務部関係の歳出について御説明します。

総務企画委員会説明資料の５ページを御覧く

ださい。

令和２年度３月補正予算案（第９号）総務部
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歳出予算総括表（一般会計）の補正予算案

（Ｂ）の一番下、合計欄にあるとおり、今回の

補正額は５５億７，４８７万７千円の減額とな

っており、これに既決予算を加えた累計額は１，

５９７億４，８６３万５千円となります。

なお、今回の減額の主な要因は、税収見合い

交付金等の減などによるものです。

次に、繰越明許費について説明します。

議案書の３０ページをお開きください。

（２）変更について、第８款土木費第１項土

木管理費の上から二つ目、県有建築物保全事業

費は５億６，０２６万４千円を追加し、累計で

１１億４，６６０万７千円の繰越しをお願いす

るものです。

これは、別府コンベンションセンターの映像

機器類の更新工事において、施設の利用計画と

の調整等のため、年度内の工期確保が困難とな

ったことなどによるものです。

次に、債務負担行為補正について説明します。

議案書の３８ページをお開きください。

（２）変更分の１自動車税納税通知書作成等

業務委託料は、令和３年度の自動車税納税通知

書作成のため、令和２年度中に入札したもので

すが、契約額が確定したことから債務負担行為

の変更をお願いするものです。

また、その下の２税務業務アウトソーシング

推進事業は、令和３年度以降の自動車税申告書

の受付・審査業務等の委託について、令和２年

度中に入札したものですが、契約額が確定した

ことから債務負担行為の変更をお願いするもの

です。

次に、令和２年度補正予算に関する説明書で

主な事業を御説明します。

１２９ページをお開きください。

第２款第２項企画費第２目企画調査費につい

てです。

事業名欄のおおいた元気創出基金積立金３１

億円の増額は、今年度の節約や事業執行残等に

より生じた財源を、今後の財政需要に備え、新

たに積み立てるものです。

次に、１３９ページをお開きください。

第２款第３項徴税費第２目賦課徴収費につい

てです。

事業名欄の一番上、県税事務運営費４億１，

５９８万円の増額は、法人二税等の還付金及び

還付加算金が見込みを上回ったことなどによる

ものです。

次に、３１１ページをお開きください。

第１２款第１項公債費についてです。

表の右肩２行目にあるように、６億４，６１

５万２千円の減額です。

これは、大分県公債管理特別会計に関連して

いますので、詳細については、次の第３９号議

案大分県公債管理特別会計補正予算（第１号）

の際に説明します。

次に、３１４ページをお開きください。

このページの第２項地方消費税清算金から３

２１ページの第９項環境性能割交付金までにつ

いては、税収の増減に応じ、所要の補正を行う

ものです。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 別に御質疑もないようですので、

これで質疑を終わります。

それでは、本案のうち本委員会関係部分につ

いて、さきほど審査した各局関係及び企画振興

部関係を含め、一括して採決します。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

次に、第３９号議案令和２年度大分県公債管

理特別会計補正予算（第１号）について、執行

部の説明を求めます。

髙木財政課長 第３９号議案令和２年度大分県

公債管理特別会計補正予算（第１号）について

御説明します。

お手元の令和２年度補正予算に関する説明書

の３４３ページをお開き願います。
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今回の補正予算額は、総括表の左から３列目

にあるように６億２，４４１万１千円の減で、

既決予算額からこれを減じた累計は１，２０４

億４３７万５千円となります。

その内容ですが、３４５ページをお開きくだ

さい。

上から二つ目、第１目元金ですが、補正予算

額は４億４，９８２万３千円の増となっていま

す。

これは、新発債を借り入れる際、通常最初の

元金償還まで３年間の据置期間を取るところ、

今回は将来の利払負担を削減するため利率の低

かった据置期間なしでの発行額を増額したこと

により、今年度の償還が新たに生じたことから

増額となっています。

その下の第２目利子ですが、補正予算額は９

億５，９７５万２千円の減となっています。

これは、今年度発行した県債の借入利率が想

定を下回ったことなどによるものです。

最後に、その下の第３目公債諸費については、

県債の発行にあたり証券発行方式で行う場合に

必要になる経費ですが、手数料率が想定を下回

ったことなどにより、１億１，４４８万２千円

の減となったものです。

三浦委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 別に御質疑もないようですので、

これより採決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 別にないようですので、これで総

務部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔総務部退室〕

三浦委員長 これより内部協議に入ります。

何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 なければ私から、お別れ懇談会に

ついて協議します。

〔協議〕

三浦委員長 追って決まり次第、皆さんには御

連絡します。

この際、ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 以上をもって本日の委員会を終わ

ります。

お疲れさまでした。


